
1 - 5  制振材料を使用した木造床の音響性能
その1 . 床衝撃音レベルについて

Acoustic Characteristics of Wood Frame Floors When Using Damping Material 

Part 1. Floor impact sound level 

利用技術分科会建築における制振材料利用技術WG*

概要:当WGでは 、 主に 床衝撃音 レベルの低減に着目して、制振材料の建築への利用

の可能性を検討してきた。 木造戸建て住宅を用いて 、 通常の部材で施工した場合と床、

壁、及び天井に制振材料を使用した場合の床衝撃音 レベルを比較した結果、制振材料

の使用によって床衝撃音 レベルは低下することが明らかとなった。 しかし、 二つの住

宅の 床構造などが異なることから 、 制振材料の効果を厳密に把握することができな

かった。 そこで 、 実験室において前述の木造戸建て住宅の床構造を模した木造試験床

を用いて 、 制振材料を床下地や天井に施工した場合の床衝撃音 レベル低減効果を実験

的に確かめた。
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1. はじめに

利用技術分科会の「建築における制振材料利用

技術WGJでは、特に床 衝撃音 レベルの改善効果

という視点から、制振材料の建築への利用の在り

方を検討してきた。

まず、木造戸建て住 宅を用いた 現場実験では 、

通常の部材で施工した住宅と制振材料を使用した

住宅の床衝撃音 レベルなどを比較した。 1)， 2)， 3) 

つぎに 、 二つの住宅の床・天井仕様の違いを考慮

した 木造試験床を用いて 、 制振材料を床下地や天

井に施工した場合の床衝撃音 レベルの変化 、 ある

いは木造試験床の振動特性や 音響放射特性 4)を実

験的に確かめた。

ここでは 、 床街撃音 レベルに関する測定結果の
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概要を報告する。

2. 木造戸建て住宅における現場実験

2. 1対象建物の概要

対象建物の二軒の木造戸建て住宅は 、 同一工務

庖によって設計・施工(ただし、制振材料の施工

部位に関しては材工とも別の専門工務唐)され、

その基 本的な構造は類似している。 制振材料を使

用したA宅と制振材料を使用していないB宅の間

取りを、 図-1と 図-2にそれぞれ示した。 また、計

測を行なった室の各部の仕様を 図-3に、各部位の

材料 特性を表-1に示した。

2.2測定方法

床衝撃音 レベルの測定方法は 、 JIS A 1418に

準じて行ない、加振点3ヶ所、 受 音点5ヶ所とした。

加振源として 、 打ピンrマシン(軽量床 衝撃源 ) と 中

空fムポール(直径25cm、重量250旬、硬度60度、落

下高さ60cm 、 以下 中 量床衝撃源と呼ぶ。 また、 中

空fムポール による 床衝撃 音を 中 量 床 衝 撃音と呼

ぶ。 ) を用いた。

2.3測定結果

図-4と図-5に それぞれ軽量及び 中量床衝撃音レ

ベルの測定結果を示し 、 床 衝撃音の遮膏等級を表一

制振材料研究会 ー 11 - 1993年11月




